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金銭教育全体計画（小学校での事例）金銭教育全体計画（小学校での事例）

茨 城 県 教 育 目 標

いばらき教育プラン基本テーマ

個性と創造性に富むこころ
豊かな人づくり

友 部 町 教 育 目 標

学 校 教 育 の 目 標

　国際化，高度情報化の中にあって教育も変革を求
められている。本校においては，本県教育の目標並び
に茨城教育プランの基本テーマを中心に据えて児童
の教育を進めると共に，本町において策定を進めて
いる「友部の学校教育」の趣旨を生かし，次の目標を
かかげる。

○自ら学ぶ意欲をもち，
　　　　　創造性豊かな子どもを育てる。
○情操豊かで礼儀正しく，
　　　　　協力しあう子どもを育てる。
○心身ともに健康でたくましく，
　　　　　勤労を尊ぶ子どもを育てる。

児
童
の
実
態

・発表力や理解力があり，明るく素直である。
・ものを大切にしようとする意識を育てたい。
・異学年同士でも仲良く活動できる。
・決められた仕事をやり遂げることができる。
・自主性を育てたい。

教
師
の
願
い

父
母
の
願
い

・ものやお金の価値を考えることができる。
・ものやお金を大切にすることができる。
・人の気持ちを思いやることができる。
・自分から進んで働くことができる。

地
域
の
実
態

・会社員，公務員家庭が多く，教育に強い関心を
もち，学校に対して協力的である。
・価値観の多様化に伴い基本的生活習慣等の
共通理解が難しい。

家
庭
地
域

と
の
連
携

・学年だより，学校だよりを通して家庭地域へ
学校の様子を発信する。
・インターネットホームページを通して家庭，
地域との連携を図る。

研 究 主 題
生きる力をはぐくむ児童の育成

－ものやお金の価値に気付き，その価値を生かそうとする活動を通して－

金銭教育を通して育てたい子ども像
○ものやお金の価値を知り，健全な金銭感覚を身につけた子ども
○感謝する心をもち，ものやお金を大切にする子ども
○勤労の尊さを知り，自ら進んで清掃や係活動に取り組む子ども

・ひとりひとりの能力を開発し豊かな
人間性をつちかう
・じょうぶな身体をつくり，たくましい
心を養う
・郷土を愛し，協力しあう心を育てる

元気と活気に満ちあふれ，瞳かがや
き，温かさと思いやりのこころをもち，
知性に富み，飛躍する人間（友部の
子）の育成を期する。

研 究 の 目 標

○各教科・道徳・特別活動及び総合的な学習の時間等，金銭教育に関わる学習を通して，ものやお金を大切にする心をはぐくむ。
○友達や地域の人 と々の多様な活動を通して，感謝の心をはぐくむ。
○体験活動や日常活動を通して，身近な生活の中で勤労の尊さに気づき、進んで働く態度をはぐくむ。
○地域や家庭との連携を密にし，金銭教育の実践化を図り，生きる力をはぐくむ。

低学年ブロックのテーマ

○ものやお金の大切さに気づくことができる。
○身近な人々に感謝の気持ちをもつことが
　できる。
○友達と仲良く仕事をすることができる。

中学年ブロックのテーマ

○ものやお金の価値について正しく考えることが
　できる。
○身近な人々への感謝の心をもち，ものやお金を
　大切にすることができる。
○働くことの大切さを知り，協力して働くことができる。

高学年ブロックのテーマ

○問題解決能力を高め，学習の場でものやお金
　の価値を生かすことができる。
○周囲の人に感謝の気持ちをもって接し，ものや
　お金を大切にすることができる。
○勤労の尊さに気づき，進んで働くことができる。

教 科 ・ 領 域 の 目 標

教　
　
　

科

国　　語 社会奉仕・勤労体験等に関わる内容の学習を通して金銭教育に対する意識を育てる。

社　　会 体験活動を通して社会生活を広い視野からとらえ，総合的に理解することを通じて，社会の一員としての基礎を育てる。

算　　数 「数と計算」・「量と測定」など金銭に関わる内容を学習活動に積極的に生かし，金銭感覚を育てる。

理　　科 実験や観察を通して，生活とのかかわりを明確にし，金銭感覚を育てる。

図　　工 身近な自然物や廃品等を利用した造形活動を通して，ものを大切にする心を育てる。

家　　庭 衣食住等に関する実践的・体験的な活動を通して，健全な消費生活能力の基礎を育てる。

生　　活 身近な人，社会，自然と直接関わる体験活動を通して，自立しようとする心を育てる。

 　　道　　徳 日常生活との関わりを通して，ものやお金を大切にする健全な心を育てる。

 総合的な学習の時間 金銭教育と関連させた課題を取り上げ，調べ学習，体験学習を通して金銭に対する健全な感覚を育てる。

特

別

活

動

こづかい帳を活用することで，計画的にお金を使う態度（金銭感覚）を育てる。
清掃活動や係活動を通して協力して働くことの大切さや，ものを大切にしようとする心を育てる。
家庭との連携を図り，家族の一員として家庭での自分の役割を自覚させ，進んで家の手伝いをしようとする態度を育てる。

愛校作業，親子奉仕作業，運動会，三世代ふれあいのつどい等を通して働くことの喜びと公共物を大切にしようとする態度を育てる。

委員会活動を通して勤労の大切さに気づき，進んで働こうとする態度を養う。

日常生活の中で，ものやお金を大切にしようとする場面を意図的に設定し，金銭教育の実践化を図る。

学 級 活 動

学 校 行 事

児童会活動

日 常 生 活

金銭教育全体計画（中学校での事例）金銭教育全体計画（中学校での事例）
教 育 目 標

言葉と心のキャッチボール
Let's play catch with our words and hearts.

重 点 目 標

1. 聞こう，話そう，分かり
　合おう
2. 情報のキャッチ，整理，
　活用
3. 増やそう仲間，深めよ
　う信頼

努 力 事 項

（学習指導）
 問題解決学習を取り入れ，生徒主体
　のわかる授業をつくる
（特別活動）
 話し合い活動を大切にし，温かな人
　間関係をつくる
（生活指導）
 ルールを身につけさせ，「いじめ」や「
　いやがらせ」のない学校をつくる

金 銭 教 育 の 目 標

自分たちの生活のさまざまなものの価値について
考え，また，金銭に関わる社会のしくみについて知
り，豊かな生活を送ることのできる生徒を育成する。

地域・保護者の願い

子どもたちには，人の
話を聞いたり，自分の
意見をはっきり言え
る力を身につけさせ
たい。

生 徒 の 実 態

　明るく素直で労をいとわ
ない生徒が多い。将来を見
通して生きようとする姿勢
に十分でない面もみられる。

　学習意欲はあるが，自己
表現の苦手な生徒がいる。
ねばり強く，身につけようと
する努力が望まれる。

各　教　科

社　

会　

科

　身近な消費生活を
中心に経済活動の意
義や現代社会のしく
み・金融の働きについ
て理解させる。
　話し合い活動や調
べ学習など，作業的な
学習をとおして社会的
認識を深める。

家　

庭　

科

　視聴覚教材の活用
や体験的な学習活動
をとおし，賢い消費者
として生活するための
知識を身につけ，学習
で得た知識や技能を
実際の生活に生かそ
うとする態度を育てる。

総
合
的
な
学
習
の
時
間

　地域の調査活動や
ものづくり，体験活動
をとおして地域のよさ
や課題を発見し，これ
からの社会を力強く
生きる生徒を育成す
る。
　職業体験をとおし
て，健全な勤労観を養
う。

そ　

の　

他

　朝学習の時間に金
銭教育学習週間を設け，
金銭に関する知識の定
着を図る。

指 導 の 重 点

・ 行事や体験活動をとおして，勤労意欲を育て，また，その意
　義について考えさせる。
・ 金銭に関する社会のしくみや知識について理解させ，話し
　合い活動などをとおして定着させる。
・ 感謝の気持ちやものを大切にする心をもち，それを表現し，
　実践できるようにする。

特 別 活 動

生　

徒　

会

・ ボランティア活動などをとおして，学校や地域に目を向
　け，自分や集団を高めようとする態度を育てる。
・ 本部役員と専門委員会，部活動が連携してリサイクル
　販売を行い，一部をボランティア費として使用するこ
　とで，経済活動のメカニズムの一端を体験活動をとお
　して知る。
・ 専門委員会の活動で，電気などの無駄遣いや給食の
　残量調べを行い，その調査結果を公表することで，物
　を大切にすることの意識を高める。

学
校
行
事

・ 修学旅行では，生徒の金銭への興味・関心を高め，実
　際にお金を使う場面のある活動をとおして，健全な金
　銭感覚を養う。
・ 体育祭では，予算の効果的な活用方法を工夫する。

学
級
活
動

・ 長期休業前の学級指導等で，無駄遣いをしないよう指
　導する。
・ 将来に対する夢や希望をもち，目標に向かって計画的
　に努力する意欲と態度を育てる。

道　　徳

・望ましい生活習慣を
身につけ，調和のとれ
た節度ある生活の実
現に努めさせる。
・日常生活の中で，ま
わりの人やものに感
謝する心を養う。
・勤労の尊さや意義
を理解させる。また，
ボランティア活動など
を通して，奉仕の精神
を培うとともに実践力
を養う。

生 徒 指 導

・金銭に関わる犯罪や    
トラブルを予防し，社
会のルールを守る生
徒を育成する。
・家庭における小遣い
等の使い方について，
保護者の協力を得な
がら，指導する。
・校舎・校具をはじめ
とする公共物や自分
の身のまわりのものを
大切にする態度を育
てる。

別表 4-2別表 4-1

（出所） 茨城県友部町立友部第二小学校「平成14・15年度　茨城県金融広報委員会委嘱，平成14・15年度　友部町教育委員
会指定　金銭教育研究発表会　研究紀要」

（出所） 新潟県新発田市立豊浦中学校「平成14・15年度　新潟県金融広報委員会委嘱　金銭教育研究報告」


